
最

高

裁

規

則

刑
事
訴
訟
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

刑
事
訴
訟
規
則
（
昭
和
二
十
三
年
最
高
裁
判
所
規
則
第
三
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る

規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

（
被
疑
者
の
弁
護
人
の
数
の
制
限
・
法
第
三
十
五

条
）

（
被
疑
者
の
弁
護
人
の
数
の
制
限
・
法
第
三
十
五

条
）

第
二
十
七
条

被
疑
者
の
弁
護
人
の
数
は
、
各
被
疑

者
に
つ
い
て
三
人
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

た
だ
し
、
当
該
被
疑
事
件
を
取
り
扱
う
検
察
官
又

は
司
法
警
察
員
の
所
属
の
官
公
署
の
所
在
地
を
管

轄
す
る
地
方
裁
判
所
又
は
簡
易
裁
判
所
が
、
三
人

を
超
え
る
数
の
弁
護
人
を
選
任
す
る
必
要
が
あ

り
、
か
つ
、
そ
れ
に
伴
う
支
障
が
な
い
も
の
と
認

め
て
許
可
を
し
た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
二
十
七
条

被
疑
者
の
弁
護
人
の
数
は
、
各
被
疑

者
に
つ
い
て
三
人
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

但
し
、
当
該
被
疑
事
件
を
取
り
扱
う
検
察
官
又
は

司
法
警
察
員
の
所
属
の
官
公
署
の
所
在
地
を
管
轄

す
る
地
方
裁
判
所
又
は
簡
易
裁
判
所
が
特
別
の
事

情
が
あ
る
も
の
と
認
め
て
許
可
を
し
た
場
合
は
、

こ
の
限
り
で
な
い
。

２

前
項
た
だ
し
書
の
許
可
は
、
弁
護
人
を
選
任
す

る
こ
と
が
で
き
る
者
又
は
そ
の
依
頼
に
よ
り
弁
護

人
と
な
ろ
う
と
す
る
者
の
請
求
に
よ
り
、
こ
れ
を

す
る
。

２

前
項
但
書
の
許
可
は
、
弁
護
人
を
選
任
す
る
こ

と
が
で
き
る
者
又
は
そ
の
依
頼
に
よ
り
弁
護
人
と

な
ろ
う
と
す
る
者
の
請
求
に
よ
り
、こ
れ
を
す
る
。

３

第
一
項
た
だ
し
書
の
許
可
は
、
許
可
す
べ
き
弁

護
人
の
数
を
指
定
し
て
こ
れ
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

３

第
一
項
但
書
の
許
可
は
、
許
可
す
べ
き
弁
護
人

の
数
を
指
定
し
て
こ
れ
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

（
裁
判
所
書
記
官
に
よ
る
計
算
・
法
第
百
八
十
八

条
の
三
等
）

（
裁
判
所
書
記
官
に
よ
る
計
算
・
法
第
百
八
十
八

条
の
三
等
）

第
百
三
十
八
条
の
九

法
第
百
八
十
八
条
の
二
第
一

項
若
し
く
は
第
二
項
又
は
第
百
八
十
八
条
の
四
の

補
償
の
決
定
を
す
る
場
合
に
は
、
裁
判
所
は
、
裁

判
所
書
記
官
に
補
償
す
べ
き
費
用
の
額
の
計
算
を

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
百
三
十
八
条
の
九

法
第
百
八
十
八
条
の
二
第
一

項
又
は
第
百
八
十
八
条
の
四
の
補
償
の
決
定
を
す

る
場
合
に
は
、
裁
判
所
は
、
裁
判
所
書
記
官
に
補

償
す
べ
き
費
用
の
額
の
計
算
を
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
刑
事
訴
訟
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
八
年
法
律
第
六
十
七
号
）
附
則
第
一
条
第
三
号
に
掲

げ
る
規
定
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

最
高
裁
判
所
長
官

今
崎

幸
彦

省

令

医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す

る
省
令

医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
六
年
厚
生

省
令
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

別
表
第
三
（
第
二
百
四
条
関
係
）

別
表
第
三
（
第
二
百
四
条
関
係
）

毒

薬

毒

薬

（
略
）

（
略
）

有
機
薬
品
及
び
そ
の
製
剤

有
機
薬
品
及
び
そ
の
製
剤

一
〜
七
の
二
十
三

（
略
）

一
〜
七
の
二
十
三

（
略
）

七
の
二
十
四

セ
ノ
バ
メ
ー
ト
及
び
そ
の
製

剤
。
た
だ
し
、
一
錠
中
セ
ノ
バ
メ
ー
ト
二
〇

〇
㎎
以
下
を
含
有
す
る
錠
剤
を
除
く
。

（
新
設
）

令和年月日 水曜日 第号官 報

〇
法
務
省
令
第
四
十
九
号

皇
族
の
身
分
を
離
れ
た
者
等
の
戸
籍
の
取
扱
い
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
十
一
号
）
第
九
条
第

一
項
、
第
十
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
十
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
皇
族
の
身
分
を
離
れ
た
者
等
の
戸
籍
の
取
扱
い
等

に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
八
年
九
月
十
六
日

法
務
大
臣

平
口

洋

皇
族
の
身
分
を
離
れ
た
者
等
の
戸
籍
の
取
扱
い
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則

（
内
親
王
又
は
女
王
と
天
皇
及
び
皇
族
以
外
の
男
子
が
婚
姻
す
る
と
き
の
届
出
事
項
）

第
一
条

皇
族
の
身
分
を
離
れ
た
者
等
の
戸
籍
の
取
扱
い
等
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
九
条
第
一
項

の
法
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

内
親
王
又
は
女
王
に
つ
い
て
は
、
内
親
王
又
は
女
王
で
あ
る
旨

二

法
第
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
男
子
が
外
国
人
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
国
籍

三

当
事
者
の
父
母
の
氏
名
及
び
父
母
と
の
続
柄
並
び
に
法
第
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
男
子
が
特
別
養
子
以
外
の

養
子
で
あ
る
と
き
は
、
養
親
の
氏
名

（
内
親
王
又
は
女
王
と
天
皇
及
び
皇
族
以
外
の
男
子
が
離
婚
す
る
と
き
の
届
出
事
項
）

第
二
条

法
第
十
条
第
一
項
第
二
号
の
法
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

協
議
上
の
離
婚
で
あ
る
旨

二

内
親
王
又
は
女
王
に
つ
い
て
は
、
内
親
王
又
は
女
王
で
あ
る
旨

三

法
第
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
男
子
が
外
国
人
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
国
籍

四

当
事
者
の
父
母
の
氏
名
及
び
父
母
と
の
続
柄
並
び
に
法
第
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
男
子
が
特
別
養
子
以
外
の

養
子
で
あ
る
と
き
は
、
養
親
の
氏
名

（
届
書
の
様
式
）

第
三
条

法
第
九
条
第
一
項
の
届
書
及
び
法
第
十
条
第
一
項
の
届
書
の
様
式
は
、
そ
れ
ぞ
れ
戸
籍
法
施
行
規
則
（
昭
和

二
十
二
年
司
法
省
令
第
九
十
四
号
）
附
録
第
十
二
号
様
式
及
び
附
録
第
十
三
号
様
式
に
準
ず
る
も
の
と
す
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
皇
室
典
範
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
八
年
法
律
第
六
十
六
号
）
の
施
行
の
日
（
令
和
八
年

十
月
二
十
四
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

〇
厚
生
労
働
省
令
第
百
三
十
九
号

医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
四
十

五
号
）
第
四
十
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
第
六
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の

品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
八
年
九
月
十
六
日

厚
生
労
働
大
臣

上
野
賢
一
郎

〇
最
高
裁
判
所
規
則
第
十
一
号

刑
事
訴
訟
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
八
年
九
月
十
六
日

最
高
裁
判
所


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